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飛りrだより

5月、新緑のFf空に人J■3本の督1のはりが元気よく泳いているの

とかなあぶらむのlllです。通(,iをお子になきっている皆様にはお′こ

気でお過しのことと思います。

飛騨の地に4,舌して6年 11、しかし、今年ほどイドを

`キ

ちこかれた

ことはありません。新築なったあぶらむの市ての初めての冬、どれだけ寒くなるのか、

水まわりのトラブルはおこらないか、冬りlけまで薪かもつたろうか、t ろヽんな不安を

もっての冬l■えてした。しかし、地球汗1暖化といわれる今 このごろ、人trKは寒さよ

りも :にありました。 1サ15日 から2りl末まで降りに降 ,た 子は観測史 12番 日の1記

録となりました。 夜でlkまで積る :、シンシンと||もなく雌る は人 |てイ`安t床さ

を感じます。 11の人 |から宿まで70米ほどの 1:がきだけで1  ́ があ ,という‖1に過ぎ

て行きました。 この家は屋根に2米 ほどlltっても大丈人|とサ|口,撫梁か
',い

わltて

も、川レ‖力I:おろしをやり始めると,こヽA己でおろさすにはいられません。テニスJ― ト

山ほとあるrlltは、家 1総||でおろしてもたっふり  はかか
'ま

す。そしておろ

した Iの後始末、とれだけ必死にllllいても | ,またし|は 銭の収人にt,なで,ません.

この人 |で の木々は人きな披メrをうけました。ツ01の 本がねじ倒されています。こ

のように :は山に住む人に負llを与え、 卜rtには出1かな水をもたらします。今年はこ

れだけの■が降れば都会σ)水不
'こ'な

いと思います。

初めて迎えたあぶらむυ)|て J)冬、人もllthi tてくれたのか欽迎の人 |:、初めは余

裕の笑隕で。):ま たじてしたが、次第に顔かJき つって行きました。文 「通りの 11と

υ)lllい、それ故に本のl lJれはこの |`,ない喜びです。

あぶらむの口!第 期の目的は、 ||い建設、なかてて,活Jlのltl点となるべきヤ|の/vl築

てした。まったくの荒野に、まがいなりにも通かつき、家かたちはしV凛 tた。また

まだ子を川えなければならないところが″0 あ ,ますが、どうにか′

'1か

でき、普様

をお迎えすることかできるまでにな ,ました。,' WIの 的 まある■ 1達成できた。)

ではないかと思っています。

第 lU日の 的
`よ
、「l′肝とプログラ

′、の充実にあると考えています。で1を

r、め、夕,ふ■しの lυ)さらなる建 kに

周しては、またまた十年様のお力をお‖|

いしなけれはならない,人況ですか、 こ

こでl」llく′ヤ舌に劇しては「分l■てまか

なって行きたくlt,ています。

「
'1に

向けて私は、「人様の :倍働

いて人様1'に|をモ ′トーにしていま

|.現 杓:のあふらむの会の1又人源は、

1,の利|‖料 ( 汀 食6.500月)、教会 里での初めての冬 子供違も元気て通学
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の礼1日‖家具を し心とした本 1111の製作、講演料、そ

して米やIIr菜の「」能な限りの「給自足体制です。その

どれも最諄の努力を
'ヽ

し、 しかも価格的にも満足をい

ただけるようなものとし、それら全てのささやかな利

′ヽを寄せ集めて人様並にして行 きたいと考えています。

いろんなところに1('1があるのは承知の 「です。 しか

し、ltの良い確かなものを他よりt,安lIに提供 して行

くには、今の私にはこのような考え しかもてません。

‖K(き つい、きたない、危険)を きらう社会的 lllttl

″)今 、 3KX3 人様並という公人に′「きるのも

,。)■き方だ t思 っています。

(ここまで1:いたところで 1与中 Ili、4晏業担 当の女

し,より lσ)‖|′りの1旨示が角りました。今年
',イ

i地さ

んや‖,1、 LIさ んらの協力て '文′i畝の をつくるこ 野村さんと囲炉裏の炭焼

とかてきました.秋 には
'501口

1■の米かとれ、■を1方れる人々に安全でおいしいこ

飯を食べて
',ず

,えるので●.Pl,1び)ピチ ′とした美しい‖|に1ヒヘlrたちのそれ またた

。)|こ

“

卜●しい ,た感じ。とうにか‖′)水かもらないようにと祈いなからの作業でした。

″Jた , |に 111腰 の1`みに而|スな力ヽ「,lLt,たことは、 1述 tた I KO)ことでした。 き

,い、 卜たない、lL資を娼い 上1 うヽことは,1時こよ動、感JI、そして 」1ヒ‖とt うヽ人

間め,文llこ必要なlll本要素である3Kt,同 11に捨て去ることなのたと思いました。こ

し,,こ からit金色の稲が1卜かに丈るように、■、たちの,し、の11かな∫■11(,、とかく嫌わ

′■ヽ
',`:3Kと

いわれるものの11から育 ,́てイiくのではないてしょうか。そう思いな

ん「,‖「4)を していたら、私の人嫌いな・へんべ・(蛇)か イヽの挨拶にやってきまし

た.,

1サ1末、イ1建設を終えホ ットする‖|もなく、r rrにむけてυ)第 歩、教会θ)家,tう

く )を1‖イiしました。あぶ′,むの会‖II舌人代表の八代 1教か監1イされる埼 トリ,しよ木ヤ|

J教会ヴ)“し■ l家サ: 式です。その([1'の,「巻は、 6人 llけ3■のベンテイスを,)脚、

それ1,1111)枚 板でつ くるという●容で した。メi川‖∫の山 建具 :芸の  さんと

:ケ

'111、
来る t,米 る日も市い枚の加 :の 々で した。無力というか恐いもの知 ら

すというか、,「文する側もそれを受ける側も、よくもまあこんなものをつ くろうとい

い||した1,J)と、つくりなからあっけにとられてしまいました。1私たちのつ くるも

のが神様の栄光を現わすための道ltとなりますように1と 。折りをもって始めたイ「1'

が、やがてあまりもの疲れにおしつぶされてしまい、 グチをい ,たり、l」:の仕方を

めくって口論になったり、 180人う)の席なのに、20～30人分 しかうまらながぅたらど

うなるだろう|と、時には教会の将来を不安かったり (失礼 しました)。 ものをつ く

ることの〉|び と不安の中に長い冬も過ぎて行きました。
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山口さんと散会家具づくり開始 志木聖母教会に教会家具を納品

このように、教会の礼拝用家11の請負いという初めてのイ[1`に、タフな私の神経も

多少疲れをおぼえたようです。 しかし、木 11の技術的なことや経↑1に関して、また、

41きて行くということの厳しさなど、多くの学びを得たように思います。

11との問い、家,tづくり、lKい冬もこのようにしてアンという‖lに過ぎて行きまし

た。そして気がついてみれば、このあぶらむ通信を半年もごll沙汰していたのです。

本当に中し,'(ない女t持ちで 杯です。

もう少し余裕を持ちたいですね。

3,I初イリ、 ‐年‖1家族の 11と して 締に′「lFしてぃたuイ|が先

'っ

て行きました。

また数 1前には
'力

月ほど生活を共にしたKrさ んも九い て行きました。彼らはあぶ

らむのイ1における長期滞4:者です。

あぶらむへ来たてのUイ;は、り‖,1の者と ,1の ,i史を交すこともなく、,とヽをかたく

ツ1さしていました。何をたずねても |ヽらん |、それだけか彼の か
',I 

る,:業でし

た。  ケ月ほとしたある日、 人で

'い
イiを1与ち iけた11のことてす。イiはとっても

口i直者で、持ち liげる 1人の1呼吸が合っていないと、遅れた者のlLをはさみ、 1人 の

いきの合わなさを批判するのです。そのことを洸りlし、| 、 、 1 と声をかけた

私ですが返 卜はなし、合渕のかけ声を無視して彼が先に持ち1メナたため、私の指はじっ

かりとはさまれてしまい爪が死んでしまいました。あまりもの11さにうめき声をあげ

てしまった私でした。しかし、その日から彼は仕 ドの1与だけ最少限の1,葉を
`Iに

する

ようになりました。日々の作業を通して、コミュニケーションの人U」さを学んでいぅ

たようです。

14年はど経つと、狼のような‖がとっても素敵な笑顔に変りました。■いものをも

ちあげる
'Iな

ど、私に軽い方をゆすり、「|らすすんで■い方を持つようになりました。

11変わらず|1業数は少なかったのですが、身体全体ではっきりと気持を表現するよう

になりました。あぶらむのrri't成に果した彼の役割にはとっても大きなものがありま

す。そんな彼を見込んで、りillさんはじめ多くの人から求人のプロボーズがありまし
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た。 しかし、彼はFlを横にお、り続けるばかり、彼の心のある一点だけはかたく閉ささ

れたままでした。

あぶらむでの′1/1を終え、彼は家に帰ると云いました。この一年間、決して帰ろう

としなかった自分の家に帰ると云うのです。その1キの彼の顔は、初めてあぶらむへ来

たIキのような険しい顔つきに逆もとりしており、私たちは,い気持ちになりました。

彼がそれはどまでに心を開じてしまう原因は何なのか、このままあぶらむを去って行

けば彼のこの 年出|の汁労は,Iだったのか、私は親 ri人 と私たち夫婦とでの徹底的

1舌合いを1寺つことにしました。

それは息て,心も:古まるような■い雰レH気でした。何をたずねても首をlltiにおるばか

り、11から| る.:葉は 1絶対にしゃべらんJと いうことだけ。あぶヾらむのti建設に3ヾ

ちあたったこの 1ヽ 彼はrlLにまみれ、汗まみれになって必死に働きました。あんな

に素
'占

らしい笑顔をするようになった彼が、また11び,こヽを開してしまうなんて、それ

は私たちにとって耐えられないrさ で

した。私は必死にIrrりました。神の助

けを析り求めました。今11必死てした。

冬の夜も 111をまわり、もうこれま

でと思ったI寺、彼はその心の奥にある

ものを‖|した。)で

'。
 l1/trはオヤジカ`

lr 、ヽ■うtよ うt,なく‖t .ヽけ れと

,,ォャンのこと尊敬しているんだ |、

泣きなか」,はじめて′し、を にした1:イ|、

私たら
`, 

緒 こ泣きました。

よ,I,む を去る01、彼は 人で帰っ
待ちに待つたなの訪れ

て行きました。駅まで送ろうかという私に、歩いて′jくからといいました。通に11て

彼の姿ll木 :の作業小rに 隠れたl・r、「バカヤローJと いう人,iが3■ L4こえてきま

した。 ′`カヤロー|この,1葉は何を意味しているのでしょうが、‖1にFlけてのもの

なのてしょうか。私と女レJの,じ、は鉛のように薔くなりました。確かに‐I・らないことの

多いV、たちです。 しかし何に対しても企力投球をしてきたつもりです。今はUイIの人

4,い■を相に祈るのみです。

何だかr riしぃ、容になってしまいました。これもあぶらむでの出来11です。りtに

引1きることの難しき、それ故に大切さを教えられます。

あぶらむの 1は(1かなIЧ季の表情をも ,たところです。どうぞ新緑のそして初夏の

あぶらむへお11かけ卜さい。|「様とお会いすることを,じ、より楽しみにしております。

十ヤ様のごld・康をお祈りいたします。

1991年5月 あぶらむの会代表 人郷 博
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″
人 生 を 楽 し む こ と を 覚 え た い /″

あぶらむの里長期滞在者   長尾恵子

私があぶらむに来たのは、 'I深い忘れもしない2月181でした。

それまで、あぶらむが何であるのか、どういうところなのか知る山もなく、ただ連

れて来られるがままにやつて来たのです。多分、私はあぶらむにとって初めての奇妙

な4円1な人物であったと思います。こんな人の人人が、いい年をした娘が41きる術を

失って,Iわれるままに、行く場所がなくて、あぶらむに逃げ込んだのです。私にとっ

て (他人が,:うには)必 lkFなのは、llKれをr■lすこと……。ぁぶらむは真にその,言葉ど

おり、この宿のねらいどおり私のサし、を癒 してくれました。あぶらむは、リユ矢|らぬ何が

原1人で疲れているのかわからない私を、何の抵うtもなく受けいれてくれました。ただ

あたたかい 1彙と、心と炎で迎え入れてくれました。それかとんなに夕|しかったか知

れません。行くところもなく、ただ逃げ場所を探していた私にとって、ここは絶lrの

場所でした。ですから、あぶらむに居た2ケリl半は、最も

'IIて

、又今までの人′iで

番みじめな時‖りでもありました。何11に対しても逃けるということは、認めたくな

い人嫌いなr分 自身がいるということです。ありのままで良いと,1いながら、それが

本来の「分の姿だろうに、それがr分 にとって認めたくない‖しかたい|,のである時、

それを捨てたいと思いますが、捨てることができない場合、する0.るLそれをりきずぅ

ていつまでたoて もぬるま湯から|||て来られないのです。それかrい からみじめなの

です。断ちulることのできない自分が嫌いなのです。だから、みしめな0)です。 十い

ということは、思い返すことではありません。4 が十いとが、りI ん, い́とかじゃ

なくて、今「分わ口:きているから7:いんです。 1瞬  瞬、そひ)イ′在していると思うこ

とに対して思うことです。メ1かが私に“人′卜を楽しむことを覚えなきゃためたぞ・と

教えてくれました。Danさ ん (人郷博さんのことです)も そJlとおりσ)人で、
｀
あぶ

らむ'という・夢・を持って人生を楽しんでいます。けれど私は……なんの夢も希マ!も

なく、とう人生を楽しんだらいいのかわからず、何をしたらいいのかわからず……。

バカみたいなことですが、どうやって生きていったらいいのかわからない私から今ま

での見栄やプライドを切り収ぅてしまったら、それこそ■きることさえできなくて……。

Llを捨ててしまった私が、人生をやり,.1そうと思 ⅢヽlすにはあまりにもみじめなII々

でした。けれど、あぶらむと月 1は私を少しずつ変えてくれたことも.li実です。それ

こそ、見栄や外見のないありのままの「分がいたからこそ、また生き,'1してみようと

思い始めたのかもしれません。

あぶらむに11た5月 6日 まで精神的に十かつたことも多かったのですが、楽しいこ

とも多々ありました。深い

':の
中の雪降ろしは、岸根の 11から飛び降りたらさぞ気持

ち良いだろうという気分に私をさせ、額に汗を流しながら懸命に |:を降ろし続け……

8 -



|=が溶け始めると宿の企景が見え始め、これがあぶ

らむなのかと、今まで :にうすもれてわからなかっ

たところか見え始めました。

何もわからなかった宿が,:溶けでその姿を現わす

ように、私の心も溶かしてくれたようです。Dan

さんの人(卜亨、教会家具の仕 liげもはんの少しだけ

手伝いました。「愛情が足りない | IJと ,:われな

から、フィニ ′シュを4り 続け、納古I〕の時はさすが

に

'喜

しく、誇らしく、みんなにこの家lξを見てもら

いたいと「慢したく……そんな気分も味わいました。

春ともなれは、週末にはrFの利用客も増え、Dan

さんのお友連も大勢みえました。忙しいけれど、そ

の接

`|さ

えも
'|し

く、後片づけは大変でしたが、みなさんか 「おいしいJと ,:ってく

れるとヽヽうことは、やりがいのあるものでした。
'十

趣々味で焼くケーキは失敗作もあっ

たのに、 r供 辻は |おいしいよ……Jと 食べてくれ、何とも||し,(なくて…… 1今1責

こそ |||と は思うのですが、どうも失敗作のほうが多かったようです。何にせよ r

供と 緒の■ム1というものは、ある つの′li活のバリであり、楽しさでした。 r供 が

いなか ,たらとんなに1ましく、悲しい417舌てしょう。(私は「分の口illlにそれをして

いる′)で
'か

)そ んなことも、ここでの4″舌は気うかせてくれました。奥さんをみん

なて お|サさん……あのね剛いてよ……」と取り合っている姿のそんな つ一つか、

私にV、0)却をでは過ぎ去ってしまったI卜の楽しかったことを思い出させてくれました。

そして、会:舌するということの人tlさを思い知らされました。11111に「分から挨拶す

ることt,なく、ほとんど会,話しようとしない、必要最llt lllしかしゃべらない娘、両III

はまるでllをハレもののように扱って…一人人のrllをした人きなr供、それが私でし

た 「11である「分を認めなからじ[皮できない「分かヤく、とうしたらいいのかわか

らど過こしてきてしまった日々、 :溶 けは私をせかしているようにさえ思いました。

あい」,むは、私にとってltt初はまず逃げ場所でした。けれと、いつまでもそう逃げ

てはかりいる.Jtにはいきません。llかに、あぶらむは疲れた,しヽを癒してくれました。

けれと、今の自分はあぶらむに長
"|し

ていてはきうとダメなのです。ずっと居たいと

思うのは、それがr分 にとって楽だからです。すべてを捨ててしまった私にとって、

"に

地ヽかいいからです。けれど、本当の「I分の場所は、
｀
あぶらむではない'という

ことです。もう少し
'ケ

‖1が経って大人の自分に戻れた1を、もしかしたら
｀
あぶらむは

「l分の場所'になるかもしれませんが、とりあえず疲れた心をlalした私は、飛び′た

なくてはいけないのです。本当の「分の場所、それかとこだか私にはまたわかりませ

ん。これから探していこうと思っているのです。人生を楽しむことをこれから覚えよ

うと思っているのです。そのために私は、本当の人人になるために
｀
遍路の道

｀
を選
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びました。この旅は、もう一度初めから生き直す道です。逃げてきてしまった私の最

後の帰り道です。どこへ帰りたいのかまだわかっていませんが、この旅の終える頃に

は生きる自信をもつことでしょう。そのための旅です。41きる自信がつけば、それか

ら何かを探せばいヽヽ 探すことに疲れたら、あぶらむに行けばいい……。だって生き

ることに疲れたのではないから……。

宗教が異っていて申し訳ないのですが、けれど思うのです。結局は、神様へ通じる

道はみんな一緒です。・遍路とは歩くことなり'とはよく言つたもので、足を引きず

り弓きずり歩いていると自分の弱さを思いヽり、そして人のあたたかさを実感するこ

とができます。そして、あぶらむはそれを形にしたものです。あぶらむで生まれ、やっ

と今飛び立つ元気が出た私がそうであるように、そのことを人勢のみなさまに知って

いただきたく思います。誰もが人生の良き旅人です。そしてあぶらむは、そんな旅人

を優しく迎え入れてくれます。辛くとも一歩そしてまた 歩と歩けるrl分がいる。誰

もがそうであることを教えてくれる遍路とあぶらむは似ています。

私にとって長いようで短い2ケ リI半という月 |は、 つの分岐点でもあります。多

くのみなさまと気|り会えたことを感謝し、私を受け入れて 卜さったみなさまに感謝し、

新たに41きるノこ女tを与えて ドさったことを感謝します。

Danさ ん、奥さん、そして r供辻……あぶらむの1寺‖りをどうもありかとう。

またいつか、あぶらむに遺つてきます……。

′i月1青れの11ヽたくさんの鯉のばりが気持ち良さそうに泳いていたことを思いだし

ながら、-41懸 命歩んでいきます。

1991年5月 15  遍路にて

お 待 ち して い ます

飛騨の夏は涼しく、水と緑 そして満人の最空が、  ‐

疲れた心と身本を、芯から休ませてくれます。 |

膝 人員 30～ 40人

宿′師t  17白 2食付 大人6.5001」 tヾ夕ヽ以 下半額

お問い合せは、057772-4219 あぶらむの宿まで ‐
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「    ~~~~~~   ~~   
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後 援 会 事 務 局 だ よ り

l tlt、“あぶらむの l撻設募金・にご協力いただき誠にありがとうごさいます。

M年 11月末に念Frlの・あぶらむの十1・が完成し、14年が経ちました。長い長い冬が

過ぎ、あぶらむのЧlにもようやく本が訪れました。そして春の訪れとともに、Uイ1と

長lttt rさんの 1人があぶらむでの生活を終え、旅、アっていきました。

私は、あぶらむの会後援会11務1,,という役11柄、多くの方々にあぶらむの会の働き

についてぐねられます。その度に、「 liで は説明できないので、30分程1き間をいた

だけますか」と聞き返し、人丈人だということであれば、人郷先′Lがこれまで歩んで

米られた道のりと現41のlr動についてお話しします。1舌し終えるといつも、あぶらむ

の働きを言葉にして伝えることはむずかしいなあと感じています。

今号に、長期滞4:者であった長lιtt rさんに原稿を寄せていただきました。4・r様の

中にも私と11様の感想をお持ちになられた方が多くいらぅしゃるかと
'思

いますが、そ

こには、LK尾さんの体験を通してあぶらむの働きが見事なまでに表現されていよす。

原稿を寄せて ドさつた長1`さんに,しヽから,よ謝の「:業を贈りたいと思います。本
ヾ

`に

あ

りがとうごさヽ まヽした。

方、人郷先41の飛馴だよりの中でも触れられていましためヽ Uイiとの

"1れ

はとて

も,い ものだったようです。これもまたあぶらむの現実です。Uイ|にも原稿をお願い

したかったのですが、今はまだその時ではないようです。いつの日か、彼にあぶらむ

ての体験を,i葉にすることの‖1来る日が訪れることを祈っています。

それにしても、りιず知1らずの他人を家族の -11として暖かく迎え入れ、jtに11活を

なさっている人all―家の働きにはただただ頭が 卜がる思いで一杯です。

やIわちt成 し、受け入れ態勢が修った今、これからのあぶらむの会の課題の 1つ は、

法人格をllkl lし、ネH‖法人として公益のために活動を広げていくことです。現在、そ

の4il l作業を進めています。法人格取得のH途 が

'ち

ましたら、詳しく持様にご報告

いたしますが、多くの方々に会,1登録いただき、会費および寄ll、■業収入などを活

I」l資金とし、会llによる総会で毎年1:業を決定し連↑:していくことを考えています。

そオlまでの「りは、これまでどおり+ヤ様からの募金とあぶらむlltを、宿建設に要した

賀川の成イtおよそ350,′]の支払に当てたいと思いますので、今 度、十マ様のご協力

とこ支援を ljわりたく、,しヽよりおlrlぃ|し iげます。(1'務11 ,Ч l)

5り1311現 41の募企ならびにあぶらむriの中し込み総額は以 卜の通りです。

募金中し込み総額 34,497,820円

あぶらむllt(1■ 10万円、 5年 lUrり‖、無利 r)23.100,0001J

※送金先 (募 企・あぶらむri共通)

郵使振替 東京7-255427 あぶらむの会後援会

―H―



05月 311現 在の募金中し込み者 (ll不同 ・敬称略5,1311以 降の方は次
'ナ
にて)

nl部潮青 武り「秀雄 ・侑代 fl登 F` 木村晃男 水谷満 倉敷英 r ‖‖11修丈 li

山弘 ・智lr 菊地栄 : 中rt弘  神戸やペテロ教会 木″:I イi'「秀人 伊束秀称

|卜英隆 長谷川牧 r ttrl員  祈りの家教会 高崎健 … 理 藤原方行 鋤柄不

1` 松Ⅵ和人 小林和1枝 高瀬側美 川崎米 r 木村よ津 r 人群浅香 久保真理

r ri丼 十r ttlF登  村 rlりl 谷111 杓1 ″青蔵 水11礼治 It itt r 矢部直美

磯11登美 r l本 や公会東京教区り務所 阿久lll富りj lⅢ l洋 牛腸とも 名ri屋

学院大学万く教部委11会 具,よ堅興水 人杉「:弘 成丼恵 菊潔・Vl●r 森 llトミ 村

山知 r ttF崎久 F 黒井ミヤ tり 可仕代 r 河村博之 型マッティア r供の家 紀雅

広 高野美知 r Hl島 章雄 ・和1子 池田一徳 藤Hl富雄 高坂1「り: 荒
'「
優仁 ・彩月

猿日長率 ″0日京 r ,linl修  等農光人 萩原康宏 村■ur 鈴木康邦  本llk

r 佐々木Fll 小‖|一博 口l場川陽 r llHI益 り: ■本康郎 辻典理 味 rl敏江 lll

ll喘1麗朱 ri部 いすず 金森裕 F 浅見多仕 r 平林降治 徳|IIその 精谷珠 r 藤

倉待 r 卿ll寛雄 形部賢 瀬り|“,:r 木‖1献一 鏑木静 平り′ヤリ, 所 彦 H「
ll公会 沐I林みつ r 戸  11冬  京都復活教会 ,4111純郎 池袋や公会ム1人会 松

"1勲

 千葉復活教会 ド|‖英 … 11香 久‖!治
'青

 加1納
'ノ

・美′「r J日 麻口民 間本

仲之 村 ITtt r 木|1市治  ,原 達也 轟アヤ r 逸見操 松本信代 11林 ll利

It瀬fer llり γtt r ィリ1真安 高It光′「・富美江 ■■1降人 米 |1 紀 人橋秀行

人城恵 r 人川ヨシ 永 ナエ 山城タケ 人嶺佐響lr  城キク 嘉手刈米 r

it口ll徹 `瀬 降 」 44内寛 高野アサノ ll川 尚 r 利″ヤ1  11数 弘 r「 itt夕ヶ

知1念ハル 人城つる 第401″ l:IS P「実

`j委

11会 7‖ ‖光lll 長出|四郎 川 |■キ

側1・美砂 須II T「tr i「
`ノ

ブ 山本継憎 チトワン総合農業け月発1山 佐藤寛イ|を

ネパールヘの会 奥 1広 r 、ア教女学院 葛飾茨 |夕″教会 Jす場康弘 川部勝 友愛

本イ‖J 名取麻 r 谷 「 i tl口1美智 r tt llttl 小久保純  疇illl康人 遠藤恵 r

セントポールライオンズクラブ ●1比奈議1 筒
'「
啓 r 新倉俊ri・久

', 
人坪秀人

野村宗美 川 li度之 木戸脇進 渕 「治 倉坪和明 北村善治 竹ll度行 原1敦

r 丸り1久枝 「千本冬 r 森リト英 r 富 1聖マリア教会婦人会 坂本古弘 りЫll学lJL

卒業′1:-11 ‖ 11費 1 佐々木 付人 村 |;健治 l tlll弘r rt光 賢太郎 メu知 lr

4i施勇次郎 束坤晃

` 

イヤ堅′和 r

()5月 31日現

`:の

あぶらむlltの11し込み者 (lЩ不同 ・敬称略5サ131日以降の方は次:ナ

にて)

,13 雄 佐藤 宏 安71勇人 松Itpl恵 渡辺1':りI J‖ 敏り1 オザキカズヒロ

41味登よr 倉辻り|り〕 高橋清 r 武中央人 園部秀穂 ・|・tr ttlt昇  渡辺
" 

水

′i部賀,Fr 糸「林みつ r rtl際庸介 中山弘

銀行振替 第 一勧業銀行池袋西日支ri 190-1434235

あぶらむの会後援会 代表世話人 八 代  男(
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